






われわれは前回の本班会議において、川崎病に合併する動脈瘤の重症度分類を行ない、こ

の分類が本症の予後判定をはじめとして臨床的に有用であることを報告した。今回の検討

では、病初期に発生した冠動脈病変の推移がどのような因子によって影響を受けるかにつ

いて多変量解析を用いて分析したので報告する。 


